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2光子吸収は，原子や分子が 2つの光子を同時に吸収する現象である．従来，2光子吸収を観測
するには，2光子の同時性を高めるために高強度のパルス状レーザー光が用いられてきた．最近，
周波数もつれ光子対を用いた 2光子吸収が注目を集めている．2光子吸収確率を高めるには，2光
子の同時性だけでなく，そのエネルギーの和が励起準位と一致していることが重要である．しか
し，古典的な光においては不確定性関係より 2光子の同時性とエネルギー和の一致性のどちらか
一方しか満たすことはできない．一方で，周波数もつれ光子対はそれらを同時に満たすことがで
きるため，2光子吸収の高効率化につながると期待されている．周波数もつれ光子対による 2光子
吸収の観測はいくつか報告されているものの [1]，それらが周波数もつれ光子対によるものである
のかの議論が白熱している [2,3]．我々は，周波数もつれ光子対による和周波発生の研究を行って
きた．和周波発生は，2光子吸収のモデル系と捉えることができる．これまで，2光子の分散とそ
の間の時間差を制御できる実験系を構築し，周波数もつれ光子対の時間相関幅の制御および評価
に成功している [4]．
今回，量子もつれ光子対を用いた蛍光分子における 2光子吸収観測に向けて，蛍光分子を含む溶

液に対してレーザー光と周波数もつれ光子対を切り替えて入射可能な光学系を構築したので，レー
ザー光による古典 2光子吸収断面積の評価結果とともに報告する．なお，この実験系を用いるこ
とで，レーザー光と周波数もつれ光子対による 2光子吸収を同等の条件で比較することが可能で
ある．また将来，この系に上記の分散と時間差を制御できる実験系を組み込むことで，周波数も
つれ光子対による 2光子吸収のより厳密な実証が可能となる．
濃度 5 × 10−5 Mのローダミン Bメタノール溶液に波長 1064 nmのパルス光を照射し，古典 2光

子励起蛍光の入射光強度依存性を測定した．その結果，古典 2光子吸収特有の 2次の依存性を観
測し，その 2光子吸収断面積を算出したところ，11 GMであった．これは，先行研究と同程度の
値であり，今回構築した実験系において吸収断面積や実験系パラメータを正しく評価できている
と考えられる．今後は，周波数もつれ光子対の入射時についても今回の評価法を適用し，信頼性
の高いもつれ 2光子吸収の実証を目指す．講演では，最新の結果についても報告する予定である．
本研究の一部は，MEXT Q–LEAP(JPMXS0118067634)ならびに JST–CREST(JPMJCR1674)の支

援を受けて行われた．
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